
4・他♯穐による実施について（■護叫■のみ阿答）  

（書護♯■が現在行っている業務の中で、他職種による実施が適当と考えられる業務について）  

∴現在  照醸∴  

1  
他職種と ぺく   

．  分担し肇削軒 

国賓数 
朋  牒園紅 （人 、：ふぎ、～ 一 

、 ） 

円  注射薬の畠キシング   2，0由   58⊥7％   963   27．5％  1、359   38．8％   

2  持参薬整理や内二服薬の分包などの 管理   

935   26 1，909   54．4ね  1，881   53．7，i   

3‘  鱒血   2，302   85．7ウi   901   25．7％  1．0柑   2象0％   

配置薬（救急カート内の薬品を含  

4   む）点検と補充   
1．677 47．8％  1，321   37．7％  1．396   39．醜   

5  検査やリハビリ等の遽迎   648   岬．5％  2．030   57．9％  1，914   54．6％   

、6  身確計測   1．’651   ヰ7．1％  ，l．372   39．1％  l．559   44．5％   

7  看護記録専の入力   2，655   75．7％   468   13．3％   280 8二0％   

8  カルテ専の書類整理   寧2   26．9％  2，031   57．9％  1」646   4¢．9？i   

9’  案内（病棟オリエンテ「ションや病 院案内等）   
1，103   31．5％  1，645   46．9％  1．ナ62   50：3％ 

10  説明（検査や処置に関する事前説 明等）   
1．961   55．9％  1，219   34．8％   865   24．7％   

り  由膳・下膳   407   11．6％  2，003   声7」％  1．836   52．4％   

※未回答については、記載していない。  

【乱臣追加額目】   

ら．たんの吸引について  

今射手 

應塵紙廟絢細  両軸衡軒 
節噂印抒鱒㌢  1即時晒仁  

．庭師  看護職邑  琴師  看醸鱒畠   

たんの吸引（咽頭の手前）   12．1％  12．1％  85．0％  84・7   

④   



［垂］  

ワーキンググループの報告に対する意見  

NPO法人地域医療を育てる会  

藤本晴枚  

本日は所要のため、チーム医療推進会芸謝こ出席することが出来ず、申し訳ありません。  

「チーム医療推進方策検討ワーキンググループ」およぴ「チ「ム医療推進のための看護業  

務検討ワーキンググループ」の報告を拝見し、以下、感じたことを申し上げさせていただ  

きます。  

①看護業務実態調査の報告がありましたが、看護職だけを取り上げているのは不十分であ   

ると考えます。   

また、アンケートという調査方法のみで十分なのか疑問を感じました。   

チーム医療の定義もさまざまですが、大きく「院内スタッフによる院内のチーム医療」 

と、「地域をフイ「ルドにした各機関の連携によるチーム医療」といった大きなカテゴリ   

ーで分けて、病院の規模ごとにそれぞれ事例を集親し、現状の中七各職種が出来ること   

を整理したほうが良いと思いますム  

②地域によっては、圧倒的に人手が不足しているところがあり、医師の業務を垂線された   

看護師が疲弊してしまう可能性もあります。医療クラーク、看護助手などの人件費の担   

保が必要なところもあると靂凱、ます。国として、こうした軽費の手当てを考慮すべきだ   

と思います。  

③医療者を目指す人たちへの教育も、チーム医療を見据えたものにしていくことが必要で   

す。本年8月に、千葉県の九十九里沿岸部では、県立病院と、当NPO法人を含めた地元各   

機関が協働して、他職種による医療セミナーを開催しました。参加者の感想の中には、   

地域医療の現場に触れた喜びとともに、初めて自分とは異なる職業を目指す学生と出会   

えたことを高く評価しているものが多くありました。   

他職種によるチーム医療を体験できる実習先、研修機関を確保し、チームの一員として   

の自覚を持った医療｛を育てることが大切と考えます。土のような教育をする機関にイ   

ンセンティブをつけることが必要ですム厚労省と文科省の連携を望みます。  

最後に、  

会話の全体的な方向として、医師側が他職種に権澱を委譲することに対して消極的な印象  

を受けます。医師の皆様には、患者に質の高い医療を提供するという視点に立ってご議論  

をいただきたく、切にお願い申し上げます。  

また、他職種の皆様には、「チームに入れていただく」といった脾極的なスタンスではなく、  

患者にとってより身近な医療職とし七、それぞれの専門性を十分に発揮できるチームのあ  

り方についてご議論いただければと思います。  

以上よろしくお願いいたします。   




